
 

 

 

１、実践の目的 
 本校では、ここ数年「主体的な学び」を主

テーマとして研究を進めている。特に３年

前、コロナウイルスが世界に広がってから、

中央教育審議会答申にある「予測困難な社

会の変化」という文言が現実的となったこ

とで、主テーマである「主体的」という言葉

について見直しを図り、さらにこれまで以

上に具体的に考えるようにしてきた。 

また、市の研究主題は「夢と希望を持って、

粘り強く自分の道を切り開く子どもの育成」

であるが、“主体的な学び”はまさに、そこ

に通じていると考えている。 

以上の理由から、令和４年度の本校研究

テーマ、並びに副テーマを設定した。研究の

教科は、職員の経験年数にバラつきがある

こともあり、系統性等が見やすいという理

由で、算数科に絞った。 

 

２、実践の内容 
（１）研究仮説 

 

 

 

 

本研究の目的は、「児童の主体的な学び」

を育てることである。それを実現するため

の手段として、授業の中で、「学び合い」を

中心に授業を計画している。また、昨年度か

ら研究に位置づけた「ＩＣＴの活用」におい

ても同様に、手段の一つとして考えている         

 

 

ため、文言を「学び合い等」とした。つまり、

研究仮説は、授業の中でこの二つの手段を

効果的に用いることによって、児童が課題

に対しての深まりを実感する経験をたくさ

ん積むことができ、「主体的な学び」が育つ

という意味である。近年、経験年数の浅い職

員が増えているので、改めて研究仮説に使

用している抽象的な言葉に対する認識を確

認し、共通理解を図ることによって、研究の

方向性を揃えていきたいと考えた。 

 

（２）抽象的な言葉の具体化 

（ⅰ）「主体的な学び」 

本研究では、「主体的な学び」について「課

題に対して、知的な興味をもって、さまざま

な方法で粘り強く結論を導き出そうとする

こと」であると定義づけた。昨年度から、「粘

り強く」というキーワードを加えた。その背

景として、本校児童の課題として、困難にぶ

つかった際、すぐに諦めてしまうといった

実態があったことと、市の研究主題にある

願いが合致したことから、この言葉を入れ

た。つまり、「主体的な学び」が形として表

れた時、この粘り強さが見られるというこ

とになる。 

 

（ⅱ）「課題に対しての深まり」 

昨年度の成果として、低・中・高学年の求

める「学びの深まり」の具体を次のようにま

とめた。（※『令和３年度福沢小学校研究紀

要』より） 

南足柄市立福沢小学校 

研究テーマ：主体的な学びを育てる授業～学び合いから深め、実感する～ 

令和４年度かながわ学びづくり実践研究推進校 実践報告 

 学び合い等を通して、課題に対しての

深まりを実感することによって、児童の

主体的な学びを育てることができる。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度は、上に示した「学びの深まり」の

具体を指導者が共通イメージとしてもつこ

とによって、自身や参観した授業に対して

評価・検証した。 

 

（３）ＩＣＴの活用 ～端末の効果的な活

用をめざして～ 

今年度も、研究の中にＩＣＴを活用した

授業を位置づけた。昨年度からの反省で、そ

のことを目的とするのではなく、児童の学

びにつながるような活用例や方法を探った。 

 

（ⅰ）小学５年生「合同な図形」での実践（７

月） 

授業は、「合同」の概念を理解する助けと

して学習者用端末を活用した。これまでは

色画用紙等を使い、二つの図形を重ねるこ

とで、合同であるかを確認していた。しかし、

本単元では学習者用端末の使用を認めて活

動することとした。そうして導き出した互

いの考えをホワイトボード上で共有し、み

んなで比較することで、「学び合い」も活発

に行うことができた。思考や理解を促す役

割に加え、共有が図りやすいといった利点

が挙げられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ⅱ）小学２年生「長方形と正方形」での実

践（１０月） 

授業後の研究協議で改めて話題となった

ことは、ＩＣＴ活用が効果的だったかとい

うことであった。２年生という発達段階を

考えた時に、画面上ではなく、実際に自分の

手で操作するなどといった活動も大事にし

ていく必要性について話し合われた。研究

会でＩＣＴを活用する場面を互いに見合う

ことで、よりよい方法について引き続き模

索していきたい。 

 

３、実践の成果 
昨年度に引き続き、年度初めに、めざす姿

を共有するとともに、授業の中でも、その姿

を明確にしながら研究・検証をした。合わせ

て、ＩＣＴの活用においても、獲得すべき技

能についての系統性や活用場面を共通理解

するためのカリキュラムを作成した。 

 

４、今後の展開 
来年度以降、実際に前述したカリキュラ

ムを使っていく中で、修正を加え、児童にと

ってよりよいＩＣＴの活用についても考え

ていきたい。今後も授業力改善・向上をめざ

して研究を続けたい。 

①分からないことが分かるようになった  

②自分にはなかった新しい考えを知ることができた 

 

③複数ある方法から、よりよい方法を考えることができた 

④他の教科や日常生活への活用を考えることができた 

 

⑤ある考え方が適切ではないということを理解することができた 

⑥２つ以上の知識を繋げて考えることができた 

低 

中 

高 

【低・中・高学年の「学びの深まり」について】 
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